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県総合教育センター研修企画部
（所属校は令和３年度）

＜＜令和３年度長期研修生　研究主題一覧＞＞
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・研修区分の教科等、特別支援教育、教育臨床については、教育コンテンツ・データベース
「Wakaba」で閲覧することができます。千葉県総合教育センターWebサイトトップページ→
学校支援／授業支援→学習指導案等検索で、Wakaba学習指導案等検索のバナーをクリックす
ると、教育コンテンツ・データベース「Wakaba」につながります。
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ときには、生徒に直接ヒアリングすることも
あった。こうして、指導案にそって検証授業
を行い、生徒の変容を図るためのデータを集
めていった。
　検証授業が終わった11月からは、授業での
様子や調査問題の結果から、研究仮説が正し
かったのかを検証した。いろいろな角度から
検証することで、成果だけでなく新たな課
題に気付くこともできた。そして、12月から
は研究報告書の作成に取り掛かった。長期研
修の成果をまとめたものであり、とても重要
であるため、教授からも一字一句まで御指導
をいただいた。また、千葉県総合教育セン
ター研究指導主事の先生方にも御指導をいた
だき、１月には報告書を完成させることがで 
きた。
　その後、千葉大学の発表会や総合教育セン
ターの動画配信に向けての準備が始まり、同
時に研究報告冊子の作成を始めた。２月から
３月にかけての発表会や動画配信を通して、
様々な研修に触れることができ、たくさんの
刺激をもらうことができた。
　今年もコロナ禍で先が見通せないときや研
究の予定が変更になることもあったが、無事
に一年を終えることができた。これも、いろ
いろな人の支えがあったからだと強く感じて
いる。教授や研究指導主事の先生方、同じ研
究室で研究を共にした仲間や同期の長期研修
生、在籍校の先生方と本当に多くの方に支え
ていただいた。今後は、生徒のため、地域や
県のために、研究の成果を広め、数学教育を
推進していけるよう努力を続けていきたいと
思っている。

　私は、令和３年度長期研修生として千葉大
学教育学部松尾七重研究室で数学科の研究を
してきた。この一年間の生活を振り返ってみ
ると本当に多くの学びを得ることができたと
感じている。
　長期研修を希望したきっかけは、「どうし
たら生徒に数学の力をつけてあげられるのか」
と考えたことが始まりだった。長期研修の当
初は、統計的思考力を向上させるための取組
を考えていた。しかしながら、４月から始まっ
た大学での研修において、教授から「思考力
は幅広いものだ」と御教示いただき、もっと
焦点を絞ったものにしようと考えた。そして、
いろいろな研究論文や書籍を読み、生徒が実
際に困っていること、数学教育で求められて
いることなどを踏まえて何度も教授とやりと
りをし、６月に研究主題の方向性を定めるこ
とができた。
　そこから更に検証を行っていくための理論
研究を重ね、８月ごろから実際に検証授業を
行うための指導案の作成に取り掛かった。そ
の際、発問や生徒の反応の予想などを一つひ
とつ丁寧に考え、授業を組み立て、単元を構
成していった。
　10月からいよいよ検証授業が始まった。在
籍校には月に一度程度足を運んでいたため、
スムーズに授業に入ることができた。また、
数学科担当の先生とも打合せを行い、協力を
仰げたことも大きかった。授業では、ビデオ
カメラやレコーダーなどを用いて生徒の様子
をつぶさに観察した。授業の終わりにはどの
ような反応をしていたのか文字に起こしたり、
ワークシートから生徒の考えを読み取ったり、
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長期研修の一年

活 ・ 研 究



千葉教育　令和４年度　蓮　23

県総合教育センター総務課「千葉教育」編集部

令和３年度
千葉県長期研修生の研究の紹介

　今年度は、毎号12名（蓮号のみ２名）の長研生に、各自の研究の動機と研究成果の活用方法を
中心に述べてもらうこととした。これから長期研修制度を利用して研究をしたいと思っている読
者には、大いに参考になることだろう。
　なお、県総合教育センターのWebページには、一つの研究についてその内容を８ページにまと
めた研究報告書を掲載しているので、ぜひ御覧いただきたい。

　これまでの自立活動の授業実践において、児童の実態把握の不十分さが要因となり、自己理解を深
め、自己肯定感の高まりを目指した授業実践を十分にできていなかったのではないかと考えた。そこで、
各関係機関と連携して児童の情報を共有し、特性及び諸検査の分析を取り入れて児童の実態を把握し 
た。実態把握から「じこしょうかいブック」作りの授業実践を行い、各関係機関との連携における情
報共有や検討した支援方法を取り入れた自立活動の授業実践の有効性が明らかとなり、自己理解の深
まりと自己肯定感の高まりを数値化し評価をはっきりとさせることができた。今後は、各関係機関と
の連携による実態把握の重要性を周知していき、児童の成長を促し支えるという視点での授業実践に
励んでいきたい。

　「地域提携の強化」と「地域コミュニティと共に成長し地域経済にも貢献すること」を企業理念とす
る千葉ロッテマリーンズで様々な地域振興活動に取り組む中、学校が抱える多くの課題解決に生かせ
るヒントを模索した。そして、学校訪問など教育機関との連携や児童生徒を対象とした招待事業の運
営補助、興行運営に向けての取組等の活動の中から、①業務改善、②働き方改革、③組織マネジメント、
④人材育成、⑤カリキュラムマネジメントの五つの視点に絞り、学校現場に生かせる企業の取組を研
修報告にまとめた。企業の取組には学校の課題解決につながるヒントが多く、様々な対応が求められ
る学校運営の中で今後、研修での経験を「学校づくり、人づくり」に生かしていきたいと強く感じた。
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児童の自己理解の深まりと自己肯定感の高まりを目指した自立活動の授業実践
－各関係機関と連携した児童の実態把握と「じこしょうかいブック」作りを通して－

企業から学ぶ、学校教育へのヒント
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特別支援教育

企業等派遣
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